
役場からの
インフォメーション

スマホお助け窓口を開設します
問�住民課�住民係
☎�932-1467（ダイヤルイン）
☎�932-1151（内線113）

　須恵町ではみんなにやさしいデジタル化の推進のた
め、スマートフォン初心者・スマートフォンを使ってみ
たい人を対象に、個別対応の無料相談窓口を開設します。
※ スマートフォンを持っていない人には、無料で貸し

出します。
こんなお困りごとはありませんか？
◦ 電話のかけ方、かかってきた電話の取り方、電話帳

への登録
◦�LINEやメールの使い方、返事や写真の送り方、メール

の消し方
◦�病院の診察や検診予約の方法（Web予約の方法）
◦�地図アプリの使い方や現在地の確認方法、目的地ま

での経路検索など
お気軽にお立ち寄りください！
◦�こんなこと尋ねてもいいの？ と思わず、ささいな困

りごとでもご相談ください。
◦�初めての人はもちろん、2回目以降の人も遠慮なくお

越しください。
「 スマートフォンに関する日々のお悩みを気軽に相談

してみませんか？」
▶�開 設 日　11月20日（月）、27日（月）
 　　　　　12月4日（月）、11日（月）
▶�受付時間　9時～12時、13時～16時
▶�場　　所　役場　1階ロビー特設カウンター
▶��相談内容　スマートフォンの基本操作(メール・電

話・カメラ・インターネットの使い方)、LINEの登録
方法、マイナンバーカードの申請方法など

▶��注意事項　端末設定や端末の購入、機器の故障の相
談などは受け付けていません。

労働力調査にご協力ください
問�まちづくり課�まちづくり係
☎�932-1153（ダイヤルイン）
☎�932-1151（内線342）

　総務省統計局と福岡県で、労働力調査を実施します。
　調査対象に選ばれた世帯に調査員が伺った際は、調
査へのご協力をお願いします。
▶�労働力調査とは
  国の失業率や雇用の実態を明らかにする重要な統

計調査で、政府や都道府県の雇用・失業対策に不可
欠な資料として活用されています。

▶�対象地域　須恵区の一部
▶�調査期間　11月～令和6年3月
問�福岡県企画・地域振興部�調査統計課
　�☎�643-3186

アザレアホール完全休館
のお知らせ
問�社会教育課�社会教育係
☎�934-0030（ダイヤルイン）
☎�932-1151（内線603）

　12月18日（月）は停電検査のため、アザレア
ホールを8時～17時までの間、完全休館します。
　館内への立ち入りは一切できませんのでご了承く
ださい。
● 窓口を閉鎖しますので、申請受付も行いません。 

ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。
● 当館管理施設の定期利用団体は、鍵の受け取りお

よび返却が通常と異なりますのでご注意ください。

令和6年
はたちのつどいを開催します
問�社会教育課�社会教育係
☎�934-0030（ダイヤルイン）
☎�932-1151（内線603）

▶�日　時　令和6年1月7日（日）　10時～
▶�場　所　アザレアホール須恵
▶�対象者　平成15年4月2日から
 　　　　平成16年4月1日までに生まれた人
　対象者には、12月上旬に案内状を郵送します。
　また、現在町外にお住まいで、はたちのつどい
をふるさとの須恵町で迎えたい人も出席できます。 
案内状を別途送付しますのでご連絡ください。

生活支援商品券を配布します
問�地域振興課�産業振興係
☎�932-1438（ダイヤルイン）
☎�932-1151（内線214）

　原油価格・物価の高騰などで特に影響を受けてい
る高齢者、子育て世帯の町民の皆さんの生活支援対
策として、生活支援商品券を配布します。
　配布は12月の予定で、届いた商品券は町内の加
盟店でご利用いただけます。加盟店や利用期間など、
詳しくは須恵町ホームページをご確認ください。
▶�対 象 者　 10月6日時点で須恵町に住民登録し

ている人のうち、以下に該当する人
　�　　　　　1. 65歳以上の人
　�　　　　　2.  高校生世代までの人
　�　　　　　　�（平成17年4月2日以降に生まれた人）
▶�配 布 額　一人当たり5,000円
▶�利用期間　 令和5年12月受取日から 

令和6年2月29日（木）まで

須恵町ホームページ▶
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今
年
の
10
月
上
旬
は
、季
節
外
れ
の
暑
さ
か
ら

一
気
に
秋
が
深
ま
り
、装
い
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
ら
長
袖

に
変
わ
り
ま
し
た
。
急
激
な
気
温
の
変
化
に
気
を

付
け
た
い
も
の
で
す
。　
　
　

　
と
こ
ろ
で
、8
月
初
旬
に「
老
人
ク
ラ
ブ
と
ま
ち

づ
く
り
」を
演
題
と
し
た
講
演
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
講
演
内
容
は
、「
今
後
の
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

は
、地
域
の
皆
さ
ん
が
最
前
線
と
な
る
。
こ
れ
に

対
応
し
た
仕
組
み（
ま
ち
づ
く
り
）が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
こ
の
仕
組
み
で
、老
人
ク
ラ
ブ
が
果
た

す
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
。」と
い
う
も
の
で

し
た
。

　
そ
こ
で
今
号
は
、こ
の
講
演
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な

お
、若
杉
ク
ラ
ブ
広
報
誌「
老
倶
た
よ
り
第
2
8
8

号（
令
和
5
年
11
月
号
」）に
関
連
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

高
齢
化
の
推
移
と
将
来
推
計

★
65
歳
以
上
　

・
１
９
７
０
年 

14
人
に
1
人（
７
４
０
万
人
）

・
２
０
２
０
年 

3・5
人
に
1
人（
３
６
０
２
万
人
）

・
２
０
５
０
年 

2・7
人
に
1
人（
３
８
８
８
万
人
）

★ 

75
歳
以
上
　

・
１
９
７
０
年 

50
人
に
1
人（
２
２
４
万
人
）

・
２
０
２
０
年 

6・8
人
に
1
人（
１
８
６
０
万
人
）

・
２
０
５
０
年 

4
人
に
1
人（
２
４
３
３
万
人
）

【
参
考
】　
令
和
5
年
版
高
齢
社
会
白
書

■ 

世
帯
構
成
の
割
合
の
推
移
と
推
計

★ 

単
身
世
帯
　
２
０
２
０
年
　
38
％

２
０
４
０
年
に
は
全
体
の
４
割
が
単
身
世
帯
に
！

【
参
考
】　
男
女
共
同
参
画
白
書
令
和
4
年
度
版

■ 

今
後
の
地
域
社
会
の
状
況

★ 

高
齢
者
の
増
加

・
要
介
護
者（
認
知
症
高
齢
者
を
含
む
）の
増
加（
※

２
０
４
０
年
に
は
全
国
の
認
知
症
患
者
は
８
０
０

～
１
０
０
０
万
人
近
く
に
達
す
る
と
の
推
計
）

・元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
す
る
時
代
＝
地
域
の
時
代

★ 

単
身
世
帯・夫
婦
の
み
世
帯
の
標
準
化

・
家
族
介
護
の
限
界

・
多
様
な「
家
族
」形
態
の
登
場

★ 

財
源
縮
小・低
成
長
社
会

・
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
使
用

■ 

若
杉
ク
ラ
ブ
が「
ま
ち
づ
く
り
」に
果
た
す
役
割

と
は
？

★ 

当
事
者
性（
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
に
関
し
て

直
接
的
な
体
験
を
持
っ
て
い
る
）の
強
み
を
発
揮

す
る
。

★ 

私
た
ち
が
、知
恵
と
力
を
発
揮
し
、自
ら
の
手
で

自
ら
の
生
き
が
い
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
を
生
か
す
。
例
え
ば
、友
愛
訪
問
、

高
齢
者
相
互
支
援
活
動
、健
康
づ
く
り
、地
域
奉

仕
活
動
、介
護
予
防
活
動
な
ど
。

若
杉
ク
ラ
ブ
11
月
行
事
予
定

令
和
5
年
度
秋
期
歩
こ
う
会

▼	

日
に
ち
　
11
月
9
日（
木
）

▼	

場
　
所
　
各
小
学
校
区
ご
と
に
設
定
し
ま
す
。

▼	

集
合
時
間
　
11
時

▼	  

会
員
以
外
の
人
の
体
験
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
若
杉
ク
ラ
ブ
は「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、担
お

う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
多
く
の

仲
間
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問	

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
所

	

（
須
恵
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
９
３
３・２
１
６
０

若杉クラブだより

須恵町シニアクラブ連合会
会長　合屋 浩寿

か
く
て
秋
元
寇
の
海
し
づ
か
な
る�

�

松
永
　
唯
道

山
深
し
水
引
草
の
花
の
庵�

�

今
村
　
素
瓶

金
風
に
路ろ

傍
ぼ

う

の
地
蔵
目
を
細
め�
�

江
頭
　
波
美

秋
の
歩
の
先
に
吾
子
抱
く
地
蔵
か
な�
�

片
渕
は
つ
み

森
の
精
も
集
ひ
て
秋
の
レ
ス
ト
ラ
ン�

�

今
村
　
浄
子

葛
の
葉
や
枝
に
巻
き
つ
き
木
を
超
ゆ
る�

�

吉
松
　
義
廣

秋
風
や
遺
影
の
君
に
さ
よ
う
な
ら�

�

諸
永
　
素
子

秋
の
寺
不
動
明
王
の
眼
力
よ�

�

本
多
み
な
え

爽
涼
の
山
気
寄
せ
く
る
茶
房
か
な�

�
樋
口
　
京
子

玻は

璃り

の
向
う
虚
空
燦

さ

ん

さ

ん燦
秋
の
風�

�

八
尋
　
風
華

色
し

き

即
そ

く

是ぜ

空
く

う

風
の
声
聞
く
花
芒�

�

伊
東
　
佳
世

秋
嶺
や
入
院
中
の
母
に
逢
ふ�

�

平
野
　
文
子

人
生
を
や
り
な
お
す
な
ら
キ
リ
ギ
リ
ス�

�

渡
辺
　
閑
牛

そ
の
昔
お
櫛
田
さ
ん
は
船
着
き
場�

�

上
田
　
多
門

す
き
嫌
い
今
は
嫌
い
が
好
き
に
な
り�

�

安
原
美
智
子

す
か
ん
ぽ
を
塩
で
嚙か

じ

つ
た
少
年
期�

�

杉
原
　
満
月

青
い
と
り
い
っ
ぱ
い
飛
ん
で
い
た
頃
も�

�

池
田
　
遊
歩

砂
時
計
過
去
が
静
か
に
滑
り
落
ち�

�

カ
ト
レ
ヤ

も
つ
れ
る
は
男
女
を
結
ぶ
赤
い
糸�

�

と
が
み
か
つ
す
け

自
分
史
に
幸
せ
で
す
と
結
び
た
い�

�

山
本
　
む
つ

俺
お
前
誰
に
も
負
け
ぬ
堅
結
び�

�

白
木
　
写
禄

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
名
残
り
の
リ
ボ
ン
結
び
皺し

わ�
�

小
林
　
淑
子

靴
紐
を
結
び
直
し
て
発た

つ
決
意�

�

池
田
　
茂
代

頭
右
顎
紐
ま
で
も
警
備
員�

�

木
村
　
文
福

お
互
い
の
心
を
結
ぶ
褒
め
言
葉�

�

泉
ス
イ
ゲ
ン

上
げ
底
に
後
ろ
め
た
さ
の
あ
る
リ
ボ
ン�

�

上
原
　
ふ
み

定
命
の
句
点
は
弥
陀
の
手
の
内
に�

�

長
﨑
　
瑞
竹

毎
月
第
１
水
曜
日
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
句
会
。

初
心
者
大
歓
迎
。（
松
永
　
☎
９
３
２・３
５
１
７
）

う
ぶ
す
な
句
会
会
員
募
集

俳
句
俳
句�

「
秋
・
水
引
草
・
金き

ん

風ぷ
う

・
葛
の
葉
・
秋
風
・
爽そ

う

涼り
ょ
う・

花は

な

芒
す
す
き

・
秋

し
ゅ
う

嶺れ

い

」��

う
ぶ
す
な
句
会

川
柳
川
柳��

夢
現
代

「
虫
く
い
川
柳
」

（
　
）き
日
の
い
び
つ
さ
惜
し
む
丸
い
顔

　（
　
）の
２
音
を
あ
な
た
な
ら
、
ど
ん
な
言

葉
に
し
ま
す
か
？

　
答
え
は
、広
報
す
え
12
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

★
10
月
号
の
答
え

　
懲
り
ま
し
た
二
度
と
乗
る
ま
い�

口�

車

問 

夢
現
代
　
池
田
　
☎
９
３
３・２
４
０
４
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